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＜連絡事項＞

· 8/23、24医療機能評価受審あり。

· トリゾンラブを常に携帯し、業務時使用する事。

· 本日から明日まで、ソーシャルワーカーの学生　外山岳希さん（東日本国際大学）が体験実習予定。

＜利用者様情報＞
· 森田　清助様～8/21、22の2日間「コープ青森」で就労体験をしている。　

○青明舎からの情報

就労状況をみて、本日先方から採用するかどうか連絡が来る予定との事。

　　　　　　　　　　採用決定後は8/27から週5日　１日4時間での就労との事。

　　　　　　　　　　ナイトケアは継続して、週5日間の利用予定。仕事終了後、そのまま来所予定。

※本日、就労の結果報告と生活状況の確認・振り返りを１6：30から青明舎スタッフ、通所スタッフ、本人と面談予定。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 川口　尚良様　～デイケア申し込み書・契約書を昨日持参している。体験利用の希望聞かれており
　　　　　　　　8/28(火)体験利用予定。本人宅へ連絡し、通所時間や持参する物を説明している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　神山　和典様　～17：00近くに体調不良の為欠席するとの電話連絡があり。食事の発注時間が過ぎキャンセルできない事を説明しているが、「お金を取ってくれて構いません」と話される為、食事代を実費で頂くことを説明し納得されている。

　　　　　　　　　　⇒ナイトケア利用者で欠席連絡時間が遅い利用者がいる為、欠席連絡は16：15までとし、それ以降であれば食事をキャンセルできない為、食費を実費で頂く事を説明し、再度連絡時間について振り返る。

· 本田　富美様　～北病棟からの情報で佐藤昌宏様に面会依頼し佐藤昌宏様を介し西病棟の駒木　　　　　
　　　　　　　　洋士様に荷物を渡すよう依頼したとの事。

　　　　　　　　　　　⇒病棟は御家族以外の面会は出来ない事、物のやり取りはしないことを説明していく。

· 佐々木八重子様～本日13：00青陽館を見学されている。

・　関　秀治様　　～昨日ナイトケアを体験利用している。「デイケアよりいいですね」「ナイトケア　とデイケアを続けて利用すると疲れる」と話されている。

　　　　　　　　　　今後の予定として、8/30にナイトケア利用について話し合い、8/31の外来受診時に主治医へ報告予定。

＜外来情報＞

・　柳町　信之様　～受診時間になっても来院せずPSWより電話連絡し受診されている。「寝てて忘れてました」と話されている。「痔の出血があり、坐薬を処方している」と話されている。

· 前野　義勝様　～父親が亡くなったことを話され、沈んでいた様子見られている。

· 種市　久子様　～風邪薬処方となっている。「8/30デイケアに行く」と話されていたが正式利用に　　　
　　　　　　　　関する発言は聞かれない。　
　　　　　　　　正式利用について下平PSWよりデイケア職員、主治医と相談するよう説明してい　　
　　　　　　　　る。

　

＜事例検討＞

繁名　和恵様　43歳　　　統合失調症

　通所開始日　平成19年4月2日（4ヶ月）出席率　68～95％

○問題点の見直しと現状報告

♯１　自分から不調を訴えることが出来てる。

· 訴える事、相談する事が出来ている。

· 訴えに加えて行動の確認が増えてきた。

· 不調の訴えでの帰荘要求が多い。

（対応）

· 訴えを傾聴する姿勢はそのままで行なう。

· デイケアで過ごせる方法をその都度話し合う。→気分転換

· 確認を取れることは評価していく。自分で判断して動く必要性を伝えていく。

♯２　身体不調を精神的不調へと繋げてしまいプログラム参加が困難である。

· 幻聴（幻覚）と現実の区別がつく。

· 内面については区別できない。

· 身体な訴えについては病的な表現が多く身体の不調なのか、精神的なものなのか判別が困難である。

→本人に返してもわからない様子

（例）

・生理痛→　大きな卵が生まれ具合が悪い。

・頭痛　→　２重分裂してしまって頭がなくなった。

・咽頭痛→　喉の奥に穴が開いていたのでしゃべれません。　

（対応）

· 不調時には、身体と精神を区別して考えて見るようにアドバイスする。

· 身体不調の原因について、行動等振り返って考え直す。

· 「帰って休む」「他病院を受診する」と話された時は様子を見る事や、対症的な対応で改善出来ないか確認する。










